
1997年に近づく香港とその将来
中嶋嶺雄

ダイナミックな都市国家 中南米隊固などへ脱出しつつある． 香港の
』997年6月30日． この日を最後に、英領 デヴィッド・ウィルソン総督が明らかにし

徳民地・香港（！） I世紀半の歴史が終幕する． たところによれば、 その数は1987年に3万
あと6年余りを残すのみだ． だが、大茶帝
国の東洋における拠点として始まり、今日
にいたった植民地が祖国に復帰するという
のに、 その日の到来を待留する香港中国人
はほとんどいない． こうしてその瞬間まで
回一日と不安な時を刻んでいる香港は、 し
かし、 表商的には今日も経済的・社会的な
活力に満ちあふれ、 広東人特有の喧騒のな
かでめくるめ〈動いている． 決して併止す
ることのないダイナミックな都市周寂で
ある． 香港島セントラル（中環）地区や
九総半島先端・尖沙日且（TsimSha Tsui)の
開発はさらに盗み、 偲園地方といわれた新
界（New Territories）も函自を一新して、次キ
に寓層住宅やスーパーマーケットが立ち並
んでいる． 香港政斤l立、 ピJレの谷間を厳着
陸するような軍事者事（Kai Tak）空港に代わる
新国際空港を、 香港島よりも大きい大嶋山

(Lantau Island） に建股しようとしている．
ニうした香港の発展を見ていると、 はた

してr1997年問題Jは存在するのかと一見、
思われるほどである．

動揺する香港
周知のように香港は、1984�手9 月、サッ

チャー首相と卸小平・主任（中国共産党中
失額問祭員会主任〈当時〉）とのトップ会�
によって、 香港返還に関する英中間の合意
が成り立ち、 1997� 7月1日以降、 香港は
中国の特別行政区としてr中国香港」（Hong
Kong China） となることが砲定している．

しかしながら、 その湖＇Rが追ってくるに
つれて、 香港の住民の不安はますます大き
〈なりつつあり、 香港の表面的な繁栄と経
済的活，兄にもかかわらず、このところ毎月
数千人にものぼる中間管理者層や医師、 葉
剤師、 弁償士、 会計士、敏員、 ピジネスマ
ンといった、 これまで寄港の発展を支えて
きた人材がカナダ、 アメリカ、 オーストラ

人、 1988年には 4万5000人とのことであっ
たが、1 989�には約 5 万人と縫定され、 実
際にはこれらの数をはるかに上回っている
ものとも思われる.1997年までに約100万人
が流出するとの予測も出始めている．

このような状況のなかで1989�手6月4目、
北京では天安門r血の日曜日」事件が起こ
ったのだから、r今日の北京は明日の香港J
と香港住民の不安が一挙に高まったことは
いうまでもない．同年1月15日に採択され
た第15回先送国首脳会織（パリのアル シ
ユ・サミット）のr政治宣言」が、 中国非
厳の文章置の中で、「香港の人4が有している
深い懸念を理解し、 共有するJと特に曾及
したのは、 異例のことであり、 また当然の
ことであった．

しかも過般の英中合意は香港住民の意思
をまった〈問うことなく、 3if中間の競走車し
外交で決定されたものであリ、 寄港人の不
満は大きかった．

それだけに・89年春以来の北京における民
主化デモの高婦に対して、 またそれへの機
圧に対しては、 香港住民が初めて打って一
九となって立ち上がり、最大規様200万人b
のデモを行うという政治意E践を示し、香港
の過安1世紀有半の歴史になかった事態を
もたらしたのであった．

こうした香港住民の政治意総が今後どの
ような形で結晶するのか、 それとb結局li
散リ散りになって、 ある者は海外に脱出し、
それが叶わぬ住民は香港にとり残されて不
安な毎日を送るのか、大いに注目されると

．ころである．

香港の性格
そもそも香港がこれほどまでに発展して

皐たのは、 レッセ・フェール｛自由放任主
義） 政策が根本にあったからである。 その
ような歴史的背景において第二次大戦後は、

リア、 さらにはシンガポール、 フィリピン、 中継ぎ貿易から加工貿易へ、 さらにハイテ
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クi!i然へ、 そして最近では国際金融セン？
ーへと転換してきたのであった（これらの
点について詳し〈は、拙著 r香港 移りゆ
く 都 市国銀J ＜時事通信社、1985年〉苦手
m. 

じかしながらそれらのすべては、やはり．
香港的自由のもとで爽現したものである．
よ〈タックス・へイプン（税金泡簸1阜、 税
金天国｝といわれているように、 香港はき
わめて税金が安〈（法人の最高税率Cil8.5
%、個人の最高所得f見事は17.0%）、 ほとん
どの商品に関税がかからないフリー・ポー
トである（だから香港では、 図体観光客が
旅行業者によ〈免税店に案内されて買物を
しているけれど、そうした免税店はコミッ
シヨン込みでかえって高いから要注意．本
来は香港全体が ・免税店便なのである｝．
だが、 中国に返i還された後の香港でもこの
ような自由が貯されるかどうかという問題、
さらにあらゆる点で香港的自由があふれで
いる現状に対して政治的な抑庄がないかど
うか、 雷蛤の自由があり余るほど存在して
いる香港において、 それが保証されるかど
うか、等キの問題がいよいよll大になりつ
つあり、 そのいずれをとっても香港の前途
は楽観観できな〈なってきている．，

しかも香港は中国の対外経済問政政策に
したがって、 広東省の深JJll・経済特別区と
リンクした形で銭ることが砲定していたの
だから、 i'!l紫陽中国共庖党総聖書自己｛当時）
らの改革派指導者が失脚し、 恐怖政治のも
とで厳しい締めつけが強化されているよう
な中国の現実こそ、 香港中国人が震も恐れ
ていたところであった．

したがって、 中国の開叙政策とリンクし
た香港の繁栄という方向の中に、 香港の将
来が見通されていた状況が刷れつつあるこ
とへの不安が、 今、 募りつつあるのだとい
えよ1う．

貿易総額では、 この小さな香港が世界 で
第11｛立のr大国Jでもある香港は、 シンガ
ポーJレと共にアジアNIESの 中核を担う地
域であり、1人当たりGNPl:NIESのなかの最
高で、1990：竿現在、 すでに 1万2000US S に
遣している｛ちなみに最新のデータでは、
シンガポール約l万us S、 台湾約8500US
s' 04国約4500US S )0だが、同じ都市閣議

智子ii!の修理Fを多大に受ける深川・経済符i$J)fi!:.

に対して、香港は600万近い人口を有してい
るとはいえ、 香港の人口動車Eはきわめて流
動的であって、 いったん状況が不安定にな
れば、 たちどころに海外へ逃避しかねない
のが寄港中国人の性絡だといえよう．

いずれにしても、 bしも香港が今日の政
治体制のままの中国に返還されるなら、
1997年以降、 香港が従来事受していたよう
な自由は大きく拘束される可能性がある．
ちなみに1990年4月に中国の全国人民代表
大会で決定された香港基本浪、 つまり1997
年以降の呑港のr憲法Jの策定をめぐって
も、 中国側はきわめて厳しい袋努を示して
いた． この点にも香港中国人の不安と動織
の原因があるといえよう．

香港・中国そして台湾
中軍曹人民共和国では今まで 5 年としてひ

とつの政策が続いたことがない。 だから、
その中国が返還以後50年間、 特別行政区と
して香港の現状を総持することを約束する
と英中協定て・育ってみたところで、 それだ
けでは恐終的な保E正にはならないのである．

しかも、これまて・香港中間人たちは、たと
えばシンガポール華麗人がシンガポーリアン
としてのアイデンテイティーを形成しよう
と、 －f置のナショナリズムなり国家愈憶な
りに立脚して努力し寸きたのとは遭って、
香港中国人にはそのような意僚が欠如してい
た．そこへいよいよ中国が釘おいかぶさって
きたのである． しかも血塗られた政備の手
で、 恐怖政治を断行する共産中国という巨
大な存在が、E買からのしかかってきたので
ある．

そうしたなかで香港が将来、 卓らに大き
〈動婦をきたし、 中核的な住民が海外へ荷量
触し、 資本も逃避して解体状況に陥るなら

でもシンガポールが人口約250万であるの It、 閏際金融センターとしての今日の寄港

で悌伺川島険金銭J問中為17
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の1也f立を台湾が引き継ぐようになるかもし 港にもさま5まな可能性が聞けて〈る．
れない． あるいは台湾が今日の経済的な安 いずれにしても中国が将来、本格的に開
定性のよに、 思い切った金属生の自由化を図 かれてい〈とするならば、 容港は深川や広
リ、 オフシヨアー・バイキングセンターを 東省とさらに一体化していかなければなら
全島的につくっていくというようなことに ないて・あろう。 すでに香港の彫響は深iJliに
なると、香港の役割は一夜にして�散鍔消 おいては圧倒的である． 深1111では寄港ドル
してしまうかむしれないのである． しか通用しないほどに、 現在でも寄港ドル

が強〈なっている． 中には公定レートの4
香港の可能性 ～S倍の問ドルも微行しているのであって、

しかしながら、 そのような香港にも希盟 水は思いところから低いと二ろに流れるよ
がないわけでは決してない． なぜなら、現 うに、 香港の活力ある経済が深却IIから広東
在の郷小平強僧体制のような中国は、 そう 省全域さらには鍛荷ー絡の社会主義の土峨
長〈は統かないであろうからである． やが を洗い流しつつあるのが現状だ．
て中国iま本絡的なもうひとつの「反・革命J たとえば、今日、香港ドルがすでに広東省
によって、 今日の世界的潮流である脱社会 一都に広飽に出回っていて、寄港よ海銀行
主殺化の追を歩み始め 、 共虚党独裁体制、 （正式名称は香港；oJ型銀行．大茶宇野聞の滋出
さらには中豊富人民共和国自体がmり湖さ の拠点としての歴史を持ち、 事実上、香港の
れてゆ〈 ニとになるかもしれない． ひょ 中灸銀行であるこの銀行は、・80年代半Itに
っとすると、 その時期は1997年7月l臼 世界 一興周がかかったという巨大なピルを
以前にやってくるかbしれない． 現に呑港 新銀し、1997年以降も香港の発展を怨うも
に隣接する深iJll・経済特別区や広東省一線’ のと思われていたが、’90年12月、 その持ち
は、 経済的・社会的に内鶴からすでに脱社 株会社をロンドンに移して鐙砲を呼んでい
会主義化しつつあるとも脅えよう． そのよ
うな状況においては当然、 香港の将来は明
るい展認のもとで筒られ符ょう．

いうまでbなれ現在すでに中国に対す
る外国投資の70%を受け持ち、中国の最大
の外貨獲得の窓口でbある香港の発展と現
状維符は、 中国にとってもよりよい選択な
のであって、 中国の将来を綾本的に再構想
するという大きなヴィジョンを鎗けIt、呑

:Ir.が＇ll'tヒソレJの愛称を持つ香港Jニ榔銀行．
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る）などが発行する新規寄港ドル紙幣のII
11' 3分のlは還流されないのが現状なので
ある． このことは、 政治的にはとるに足ら
ない香港が、 経済的には中国の一部をすで
に支配しつつあることを物館っている．

また、ft近の香港の労働力不足もあって、
すでに香港の 製造業人口（約100万人） に倍
する200万人の人ロが深幼lや広東省に股立

された香港企幾で就労していると抗生定され
ている．

香港中国人の大半は広東省が故郷て・ある。
彼らの帰省がもたらす経済的・社会的な筒
関係は従来から存在していたが、 最近では
香港を経由して大陸へ近絞紡問する台湾の
量豊かな旅行者の大量の出入りも注目され、
また広東省から香港への団体旅行も多〈な
ってきた． こうした方向のなかで、 広織的
な広東箆経済圏がさらに鉱大してい〈とい
う可能性も強まっている．

しかし、 はたして香港の人たちがそのよ
うな可能性を待てるのかどうか． 香港中国
人が天安門事件当時に示したような政治意
白血を今後も符統的に維持できるのかどうか。

私たち日本人としても、 これらの点をポ
スト卸小平時代の中国の将来の変化と共に、
＋分注目していかねばなるまい。

中洋折衷の文化一一結婚式
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シルビア. 25i:\i:. j資打銀 行勤務。 ケン．

251役、 上海開業銀行'f}J'fil.

ふたりは香浴中文大学の同Jtllとi三。 彼らが

出会ったのは、 入学した年に行った、ある

ディスコでだったという。 シルピアが問じ

主主文科の友人に r女の子が足りないからJ

と��わttて行ったディスコに、 ケンも米て

L、た． そのときケンは、 シルピアにこう汁

ったそうだ。

r'lli'J＇卦とるってllfl�、たからIJ: < L卦2たんだ

よJ

それからふたリは7 ip也しの没を尖らせ

て、 やっと紡織というゴールをつかんど．

出会、、が西洋的でカッコいいわりに、 つき

あいは長くまじめなものだったらしtυ 待

浴ではいまだに7年‘ 8 .l'.f.也しのつきあい

というのがとても多仁 その!illキス以上のことはしたこと

がない、 というカップルも多、、。 あるとき• rj�，文大学て’医

学部がアンケートをとった際、 女子学生の99.8%がパージ

ンという結果が出 たことがある。 男子学±もそれを当然の

数字ととらえてい た。1舗数の紛争，，がこんなところにも俄桧

OJ!っているσコた〉

しかしこんなことで続いてはいけなL、。 これも 容i舎では

よくあることらしいが． ケンの家が中図の伝統的宗教、 道

教を守っている のに対して、 シルピアの家はクリスチャン

なので、 ふたリの結締式［立中図式と西洋式の2つをやらな

ければならなくなってしまったのだ。 それでなくても良い

イギリス統治の下で、 中図式の生活のなかにさまざまな函

洋のものがとり入れられている舎港では、 車Ml＇干式｛土中i羊折

衷の↑噂覧会のようなイベントになっている。

ではその混ざりぐあいを順を追ってみてみよう。

ソン，，＿ チームィ，，，

送嫁と姐妹団
結絡式の前夜、 花嫁の女性の友人たちはr姐妹団（姉妹

団）Jというのをつくって花嫁の家によI!まリ、 夜通し騒れ

これをr送嫁」 というが、 背の中図では、 京ti�作後あまり2誌

を出ることができなくなる花嫁と友人たちとの別れの儀式

だったのである。 今では香港でも共働きがふつうで、まti射干

したix位が外へ出られないということはないのだが、 昔の

習慣だけが残っているようだ。

シルビアとケンはお似合い
のカyプ1�.教会での式を

終えて‘ 記念t脳5をするふ

fニリ．

．ふたリの名前
シルビアbケンb中国人だ

か勺‘ 当然中国名むもって

いるが、 若者の問ではこう

した英館名（イングリyシ

ユネーム）で呼び合うほう

が多い． シルビアはクリス

チャンだから；尭礼名だが、

ケンは自介でつけたもの．

r阻止奪回」に集まった女の子

たちの名前もすごい． イラ

イザ、キティ、マリサ、 テ
レサ、Jレイザと続〈．
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